
～ 自 分 の い の ち は 自 分 で 守 ろ う ～

平 安 女 学 院 中 学 校 高 等 学 校

（ 2 0 2 3  年 度 生 徒 手 帳 記 載 版 ）



危機発生時の生徒の行動

【校内にいる場合】

     

生 徒 が 校 内 に い る 時 に 危 機 が 起 こ っ た 場 合 は 、

必 ず 放 送 で 指 示 を 行 い ま す 。  

落 ち 着 い て 放 送 を 聞 き ま し ょ う 。  

地震

火災

雷・竜

巻・洪水

・ 落 下 物 注 意

・ 机 の 下 に 入 る

・ カ バ ン 等 で 頭 を 守 る

・ハ ン カ チ ，タ オ ル で 口 を 押 さ

え 身 を か が め て グ ラ ウ ン ド

に 移 動 す る 。

・ グ ラ ウ ン ド に い る 時 に は 安

全 な 校 舎 内 に 避 難 す る 。

・ 洪 水 の と き は ２ 階 以 上 に 避

難 す る 。

不審者
・カ ギ の か か る 部 屋 に 隠 れ 、指

示 が 出 る ま で 静 か に 身 を 潜

め る 。



【登下校中の場合】

学 校 に 近 い 場 合 は 学 校 へ 、 自 宅 に 近 い

場合は自 宅へ 向かう。  

 公 共 交 通 機 関 が 止 ま っ て 、帰 り た く て も 帰

れ な い と き は 、近 く の 広 域 避 難 所 や 駅 で 待 機

し て 指 示 に 従 い ま し ょ う 。  

災 害 時 帰 宅 支 援 ス テ ー シ ョ ン（ コ ン ビ ニ や

ガ ソ リ ン ス タ ン ド な ど の 帰 宅 困 難 者 支 援 施

設 ） も 活 用 で き ま す 。  

【在宅時】学校からの指示に従う。 

在 宅 時 に 学 校 付 近 に 危 機（ テ ロ・事 件 等 ）が

発 生 し た 時 に は 休 校 と な る 場 合 が あ り ま す 。 

無 理 に 登 校 せ ず に 学 校 か ら の 指 示 を 確 認 し

て く だ さ い 。  

※  学校からの指示

  「 B L E N D 」「ミマモルメ」、平安女学

　 院中高のホームページ



【在校時の帰宅の方法】

在 校 中 に 危 機 が 発 生 し た 場 合 、 状 況

に よ っ て は 帰 宅 さ せ る か 学 校 待 機 か を

判断し、 指示 します。  

帰 宅 方 法

① 通 常 の 交 通 機 関 が 運 休 し た 場 合

・ 徒 歩 で の 帰 宅 （ 日 中 の み ）

・ 保 護 者 の 迎 え に よ る 帰 宅

・ 交 通 機 関 が 再 開 し た ル ー ト か ら 帰 宅

さ せ る 。

② 帰 宅 中 に 帰 宅 困 難 に な っ た 場 合

・ 学 校 に 引 き 返 す 。

・ 途 中 に あ る 避 難 所 に 避 難 す る 。

（ 事 前 に 各 自 調 べ て お く こ と ）

※通常の 通学 路に限ら ず安 全な経路 で

帰宅する 。



安否の確認について  
 

地 震 な ど 大 災 害 発 生 時 は 、安 否 確 認 な ど の

電 話 が 急 激 に 増 加 し 、電 話 が つ な が り に く い

状 況 に な り ま す 。そ の 場 合 に は 、以 下 の 伝 言

板 サ ー ビ ス を 活 用 し ま し ょ う 。  

 

❐災 害 伝 言 ダ イ ヤ ル （ １ ７ １ ）   
N T T 東 日 本 ・ N T T 西 日 本 提 供  

 

被 災 地 の 方 な ど の 電 話 番 号 お よ び 携 帯 電 話 等

の 番 号 を キ ー と し て 、 安 否 等 の 情 報 を 、 録 音 ・

再 生 で き る ボ イ ス メ ー ル 。一 般 電 話 、公 衆 電 話 、

携 帯 か ら も 利 用 で き る 。提 供 開 始 時 に は テ レ ビ 、

ラ ジ オ 、 NT T の ホ ー ム ペ ー ジ な ど で お 知 ら せ さ

れ る 。「 17 1」 に 電 話 を か け て 、 利 用 ガ イ ダ ン ス

に 従 っ て 、 伝 言 の 録 音 ・ 再 生 を 行 う 。  

 

❐災 害 用 伝 言 板 （ ｗ ｅ ｂ １ ７ １ ）   
N T T 東 日 本 ・ N T T 西 日 本 提 供  

 

音 声 デ ー タ で は な く 文 字（ 1 件 あ た り 10 0 字 ）

で 伝 言 を 残 す こ と が で き る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト で

tt p s : / / w w w . w e b 1 7 1 . j p / に ア ク セ ス し て 利 用 す

る 。  

 

❐災害用伝言 板 （ 携 帯 用 ）  
各 携 帯 電 話 会 社 提 供  

 

 自 分 の 安 否 を 文 字 や 音 声 で 登 録 す る こ と が で

き る 。 他 社 携 帯 か ら の 確 認 の 方 法 や ア プ リ の ダ

ウ ン ロ ー ド に つ い て 事 前 に 確 認 が 必 要 。  

 

 

い ざ と い う 時 に 備 え て 、 大 切 な 人 の 連 絡 先

（ 携 帯 電 話 番 号 や 職 場 ） を 覚 え て い な い 人

は 、 メ モ し て お き ま し ょ う 。  



学校の安全管理体制  
 

・訓練の 実施  

避難訓練 （生 徒，教職 員）  

救急救命 講習 (生徒，教 職員 ）  
巻 末 に 資 料 あ り  

 

※別途、各種講習会の案内をし、参加

を呼びかけています。  

・守衛の 配置  

・登下校 指導  

・カウン セラ ーの配置  

・ AED の設置  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



備品について  
 

平 安 女 学 院 中 学 校 高 等 学 校 で は 、 備 品 と し て

以 下 の も の を 常 備 し て い ま す 。  

 

１ . 救急用品  
・ 救 急 バ ッ グ × 2， 担 架 × 2， Ａ Ｅ Ｄ 2 台  

 

２．装備 品  

・ ヘ ル メ ッ ト × 30  

・ 懐 中 電 灯 ×10  

・ 多 機 能 防 災 ラ ジ オ × 2  

・ ハ ン ド 型 メ ガ ホ ン × 2  

・ 救 急 シ ー ト × 30  

 

３．防災 キッ ト （ 生 徒 一 人 に 1 セ ッ ト ）  

・ 飲 料 水 ペ ッ ト ボ ト ル （ 5 00 m l），  

・ カ ロ リ ー メ イ ト 1 箱  

・ マ ス ク  

・ 軍 手  

 

４．防犯 用品  
・ さ す ま た ×2 

 

 

 

 

 

 



危機が発生した時には  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
協 力 ： 東 日 本 大 震 災 被 災 地 応 援 実 行 委 員 会  

2 0 1 8 年 9 月 1 日  初 版 発 行  

 

ま ず 深 呼 吸 し よ う  

お 互 い に 声 を  

か け 合 お う  

情 報 を 集 め よ う  

安 否 を 確 認 し よ う  



応急手当の方法１（心肺蘇生法）  
 

傷病者発生時における判断 ・行動チャート  

「反応（ 意識）」     

 

 

①  「普段ど おり の呼吸」        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

な し ／ わ か ら な い  

119 番・ＡＥＤの手配・ 応援 要請  

 
 

 
な し ／ わ か ら な い  

 

心 肺 蘇 生 の 実 施  

た だ ち に 胸 骨 圧 迫 開 始 （ 3 0 回 ）  

〈 省 略 可 〉 気 道 確 保 し て 人 工 呼 吸 （ 2 回 ）  

胸 骨 圧 迫 3 0 回 と 人 工 呼 吸 2 回 を 繰 り 返 す  

Ａ Ｅ Ｄ が 到 着  

電 源 を 入 れ 、 素 肌 に パ ッ ド を 貼 る  

 
 

 



 

 

 

救 急 車 が 現 場 に 到 着 す る ま で の 時 間 は 京 都

市 で ６ 分 ～ 7 分 で す 。 呼 吸 や 心 臓 が 止 ま っ た

場 合 、何 も し な い で い る と そ の 人 の い の ち は

急 速 に 失 わ れ て い き ま す 。ま た 、Ａ Ｅ Ｄ に よ

る 電 気 シ ョ ッ ク を 行 う ま で の 時 間 が 1 分 遅 れ

る ご と に 生 存 退 院 率 は 7～ 10％ 低 下 す る と い

わ れ て い ま す 。そ ば に い る 人 が 1 秒 で も 早 く

行 動 す る こ と が 大 切 で す 。  

 

死戦期呼 吸（ あえぎ呼 吸） と  

ケイレン につ いて  

突 然 心 停 止 と な っ た 場 合 、「 死 戦 期 呼 吸 」と よ

ば れ る ゆ っ く り あ え ぐ よ う な 呼 吸 や 「 ケ イ レ

ン 」 が 認 め ら れ る こ と が あ り ま す 。  

突 然 、 目 の 前 で 卒 倒 し 、 い つ も と 様 子 が 違 う

呼 吸 や「 ケ イ レ ン 」を 認 め た 場 合「 心 停 止 」の

可 能 性 を 疑 い 、行 動 を 始 め る こ と が 重 要 で す 。

死 戦 期 呼 吸 や 「 ケ イ レ ン 」 の 判 断 が で き な い

場 合 や 自 信 が も て な い 場 合 は 、 胸 骨 圧 迫 と Ａ

Ｅ Ｄ の 使 用 を 開 始 し ま す 。  

 



 

 

■  救急車の 手配   119 番 へ か け る と  

「 火 事 で す か ？ 救 急 で す か ？ 」 

「 住 所 を 教 え て く だ さ い 」  

「 あ な た の お 名 前 は 」  

「 ど こ に 救 急 車 を つ け ま す か ？ 」 

 な ど い く つ か 質 問 さ れ ま す 。  

冷 静 に こ た え ま し ょ う 。  

 

■  助けを求 める  

で き る だ け た く さ ん の 人

を 集 め ま し ょ う 。  

救 急 車 の 誘 導 や AED を 持 っ

て く る 人 な ど 、 た く さ ん の

人 間 が 必 要 で す 。 教 室 で 倒

れ て 周 囲 に 生 徒 し か い な

い 場 合 は 、教 員 室 の 先 生 を

呼 び に い き ま し ょ う 。  
 

  ■  呼吸 の確 認  

胸 部 と 腹 部 動 き を 観 察 し 、

普 段 通 り の 呼 吸 （ ゆ っ く り 、

あ え ぐ よ う な 呼 吸 は 呼 吸

な し と 判 断 し ま す ） が あ る

か ど う か 10 秒 以 内 に 判 断

し ま す 。  

 

 

応急手当 の方 法 2（心肺蘇生 法詳細）  

 



■胸骨圧迫  
               
   

 

 

 

胸 の 真 ん 中 を  

《 強 く 》  

成 人 は 少 な く と も 5cm で 6cm を 超 え な い 、

小 児 は 胸 の 厚 さ の 1/3 沈 む 程 度  

《 早 く 》  

1 分 間 に 100 回 ～ 120 回  

《 絶 え 間 な く 》  

中 断 は 最 小 限 に す る  

★ 正 常 な 呼 吸 や 目 的 の あ る あ る し ぐ さ が

み ら れ る ま で 決 し て 中 断 し な い 。  

★  複 数 の 救 助 者 が い る 場 合 に は 交 代 も 検

討 す る 。  

 

止血法  

・ 出 血 が あ る と き は 、 速 や か に 「 直 接 圧 迫 止  

血 法 」 で 処 置 を す る 。  

・ き れ い な ガ ー ゼ や ハ ン カ チ ， タ オ ル な ど を

傷 口 に 当 て て 圧 迫 す る 。  

 

★ 感 染 防 止 の た め ビ ニ ー ル 手 袋 や レ ジ 袋 な ど

を 使 用 し て 血 液 に 直 接 触 れ な い よ う に す る 。 

 

★ 出 血 を 止 め る た め に 、 手 足 を 細 い 紐 や 針 金  

で 縛 る こ と は 、 神 経 や 筋 肉 を 損 傷 す る お そ  

れ が あ り 危 険 。  
 

胸 骨 圧 迫 が 一 番 重 要 ！  
他 に 何 も で き な く て も 、 こ れ  
だ け は 続 け ま し ょ う ！  

 




